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東北地方も梅雨入りをして、雨が降りやすい季節となりました。
今号では、ハザードマップポータルサイトリニューアルのご案内のほか、近年多発
する線状降水帯を含む大雨時の注意などについてお伝えします。

ハザードマップポータルサイトがリニューアルしました

「ハザードマップポータルサイト」は、日本全国の洪水・高潮・土砂災害・津波の危険性などが確認
できます。今回のリニューアルによって、「重ねるハザードマップ」に住所入力や現在地検索をするだ
けで、知りたい地点の自然災害の危険性、取るべき行動などが文章で表示されるようになりました
（音声読み上げ対応）。
ご自宅のリスクを確認し、あらかじめ避難行動計画を立てておくなど、自然災害に備えましょう。

「顕著な大雨に関する気象情報」 の新たな運用が開始されました
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検索結果

①「ハザードマップ」で検索！

②「ハザードマップポータルサイト」
で 住所を入力 または 現地から探す

リニューアル後の
ハザードマップポータルサイトはこちらから

線状降水帯発生のイメージ

検索方法

まべちだより

https://disaportal.gsi.go.jp/

令和３年６月から、線状降水帯が発生し大雨による災害発生の危険度が急激に高まっていること
をいち早くお知らせする「顕著な大雨に関する気象情報（警戒レベル４以上）」が発表されています。

これまでは、線状降水帯の発表基準を満たした場合に発表していましたが、令和５年５月からは
その基準が改定され、予測技術を活用することにより、最大30分前から発表が可能となったことで、
迫りくる危機から直ちに避難を開始できるようになりました。

積乱雲が次々と発生し、発達しながら風に流され線状に連なり、
長時間にわたってほぼ同じ地域を通過または停滞することで作り
出される大雨のことです。長さ50～300km程度、幅20～50km程度
の雨域にもなります。

数時間にわたって猛烈な雨が降り続くため、集中豪雨を引き起こ
すことがあります。雨脚が弱まってから避難しようとしてタイミングを
逃すおそれがあります。早めの行動を心がけましょう。

令和４年６月から線状降水帯予測が開始され、線状降水帯による
大雨の可能性の半日前から呼びかけをしています。

線状降水帯とは・・・

https://disaportal.gsi.go.jp/
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河川の増水や氾濫などに対する水防活動の判断や住民の避難行動の参考となるように、国土交

通省又は都道府県と気象庁は共同して、あらかじめ指定した河川（「洪水予報指定河川」といいま
す。）について、区間を決めて水位を示した予報を発表します。洪水予報は、洪水から地域を守る水
防活動や住民が自らを守るために必要で重要な情報です。
河川の洪水予報、河川水位と警戒レベルの関係は以下のとおりです。

河川水位と警戒レベル・洪水予報

指定河川
洪水予報

警戒
レベル

とるべき行動

氾濫発生
情報

５

命の危険直ちに身の安全を確保！
・すでに安全な避難ができず、命が危険な状況。
今いる場所よりも安全な場所へ直ちに移動な
どする。

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

氾濫危険
情報

４
危険な場所から全員避難
・台風などにより暴風が予想される場合は、暴
風が吹き始める前に、避難を完了しておく。

氾濫警戒
情報

３

危険な場所から高齢者等は避難
・高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動
を見合わせはじめたり、避難準備をしたり、
自主的に避難する。

氾濫注意
情報

２

自らの避難行動を確認
・ハザードマップ等により、自宅等の災害リス
クを再確認するとともに、避難情報の把握手
段を再確認するなど。

１ 災害への関心を高める

河川水位と警戒レベルの関係

避難をする時の注意点

・暗くなってからの避難は危険ですので、明るいうちの避難を心がけてください。
・浸水時の歩行可能な水位の目安はひざ下までです。無理に避難せず、建物の上階に避難を
しましょう。
・長靴は、中に水が入ってしまうと歩行が困難になります。運動靴で避難をしましょう。
・車は浸水に弱く、水が30センチ以上になるとエンジンが止まってしまいます。車による避難は、
特別な場合を除き控えましょう。

自然災害の中でも水害は、事前に予測しやすい災害といわれています。天気予報などで情報を
確認するとともに、早めの避難などが命を守る重要な行動となります。

国土交通省では、身近な雨の状況、川の水位と危険性、川の予警報などをリアルタイムで知らせ、
的確な避難行動に役立つように、ウェブサイト「川の防災情報」を提供しています。
また、青森河川国道事務所では、岩木川・馬淵川に設置しているライブカメラの
画像をホームページで提供しています。画像は10分毎に更新しています。

岩木川・馬淵川のライブカメラウェブサイト
http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/camera/camera.html

↑
国土交通省川の防災情報

スマートフォン版

河川水位と警戒レベルの関係


